
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京会場 7 月 13 日（金） アルカディア市ヶ谷 各線「市ケ谷」駅 徒歩 2分 

時間は、いずれの日程とも、１４：００～１６：３０（受付開始１３：４５）。講師は、稲葉人司（弊社代表取締役） 

参加費はお一人様 １０，０００円（税込）でございます。 当日に会場受付にてお支払い手続きください。 
 

  参加ご希望の方は下記の「FAX 申込書」をご返信下さい。弊社にて受付確認後会場地図をお送り致します。 
 

---申し込み用紙--- 

□東京会場 平成 30 年 7月 13 日（金）  

貴校名                        TEL； FAX   

ご参加者                      お役職；  MAIL   

ご参加者                      お役職；  MAIL 
 

ご参加者                      お役職；  MAIL 
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私学経営特別セミナー 『学力（思考力型）向上のポイント』 ㈱ヒューマンリンク 

 

■今後 10年、学校の淘汰や序列変動の時代。その学校の『存在する意味』が厳しく問われる時代。 

・まだ、多くの学校は「自発的に」自校で育成する「学力」について明示していない！ 

・立派そうにに見える「スローガン」「教育システム」だけで通用する時代ではない。 
 

■ポートフォリオ評価とは「伸びしろ」を測る評価法であることを理解しているか？ 

・パフォーマンス評価は「完成度」を測る評価法であり目的が大きく異なる。 

・バランス型人材と特質型人材。私学はどの人材育成を目指すべきか。 

・生徒の「自慢話」をどれだけ記録させても意味がないことに気付いているか。 
 

■カリキュラムマネジメントの本当の目的を理解しないと「シラバス」の二の舞になる。 

・シラバスを活用して偏差値を高めた学校がほとんど存在しないのは何故か？ 

・カリキュラムマネジメントの目的を正しく理解している学校はほとんど存在しない。 

・ルーブリックを保有しない学校でカリキュラムマネジメントは全く機能しない。 
 

■「ルーブリックを創る」のではなく「ルーブリックで科学する」これが生き残るための必須条件。 

・ルーブリックの「価値」を正しく理解している学校はほとんど存在していない。 

・ルーブリックで得られたデータを科学し、関与者を啓蒙する、そのための手法とは。 

株式会社ヒューマン・リンク 京都市中京区 

TEL.075-212-7015 FAX.075-212-7016 

切り離さずそのままファックス下さい 【FAX.075-212-7016】 ヒューマンリンク学校教育部 

 

ICT 機器やアクティブラーニングの導入の次の課題は、本当に思考力型学力を伸ばすことである 
 

●『思考力・判断力・表現力』の 

育成に適した「訓練」とは何か？ 
 

●『望ましい価値観』は２種類の 

環境整備で育成が可能となる！ 
 

―ルーブリックやカリキュラムマネジメントを活用した学力（思考力型）向上のポイント― 

 

 

HumanLink 

HumanLink 

お申込み 

セミナー概要 

 

今の時代は、 

大変さに気を取

られるのではな

く、大きな使命に

向かって歩みを

進めるとき。 


